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校
友
会
に

渋
谷
支
部

　
３
月
30
日
、
校
友
会
渋
谷

支
部
の
設
立
総
会
が
都
内
で

開
催
さ
れ
た

写
真
。

　
支
部
長
に
、レ
ス
リ
ン
グ
・

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
五
輪
銅
メ

ダ
リ
ス
ト
の
工
藤
章
氏
（
昭

51
商
）、
副
支
部
長
に
渋
谷

区
長
の
長
谷
部
健
氏
（
平
８

商
）
が
就
任
し
た
。

　
出
席
者
は
75
人
。
平
成
・

令
和
の
卒
業
生
が
多
く
集

い
、
専
修
人
の
絆
を
確
認
し

あ
っ
た
。

　
渋
谷
支
部
を
加
え
、
校
友

会
の
支
部
は
全
国
で
３
１
５

に
の
ぼ
る
。

　
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
で
は
、
国
際
社
会
と

つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
学
び

を
提
供
し
て
い
る
。

　
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
科
の
土
屋
昌
明
研
究

室
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
言
語

や
社
会
に
つ
い
て
学
ぶ
レ
ク

チ
ャ
ー
を
１
月
30
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
た
。

　
専
修
大
学
で
は
、
以
前
か

ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
学
習

環
境
を
整
え
て
お
り
、
日
本

国
内
で
同
語
を
学
べ
る
数
少

な
い
大
学
の
一
つ
で
あ
る
。

同
学
科
の
２
年
次
生
が
参
加

す
る
海
外
語
学
研
修
で
は
、

Ｅ
Ｌ
Ｓ
マ
レ
ー
シ
ア
校
が
英

語
の
留
学
先
の
一
つ
に
な
っ

て
い
る
。
土
屋
教
授
は
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
東

南
ア
ジ
ア
を
学
ぶ
こ
と
、
そ

の
地
域
の
言
語
を
話
せ
る
こ

と
は
学
生
に
と
っ
て
強
み
に

な
る
」と
そ
の
意
義
を
語
る
。

　
レ
ク
チ
ャ
ー
で
は
、
蓮
池

隆
広
兼
任
講
師
が
マ
レ
ー
シ

ア
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
言
語

と
社
会
な
ど
を
取
り
上
げ

た
。
蓮
池
講
師
は
「
両
国
は

多
民
族
、
多
言
語
国
家
で
、

イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
多
く
、
日

本
と
は
異
な
る
習
慣
が
あ

る
。
広
い
視
野
を
持
っ
て
、

自
ら
文
化
・
風
習
に
触
れ
る

こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
発
見
が

あ
る
」
と
現
地
を
訪
れ
る
こ

と
の
重
要
性
を
説
い
た
。

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン｜
自
文
化
と
異
文
化
の
理
解

を
め
ざ
し
て
｜

上
村
妙
子

著

　
本
書
は
４
部
構
成
と
な
っ

て
お
り
、
第
１
部
で
は
「
文

化
」
と
は
何
か
を
探
り
、
そ

の
定
義
、
特
徴
、
種
類
を
扱

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
異

文
化
」
間
に
お
け
る
相
違
を

見
え
る
文
化
と
見
え
な
い
文

化
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら

説
明
し
て
い
ま
す
。

　
第
２
部
で
は
、
言
語
に
よ

る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
に
焦
点
を
当
て
、
主
に

日
本
語
と
英
語
を
語
彙
、

文
、
文
章
の
レ
ベ
ル
に
分
け

て
比
較
し
て
い
ま
す
。

　
第
３
部
で
は
、
非
言
語
に

よ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
を
取
り
上
げ
、
日
本
と

欧
米
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ス
タ
イ
ル
の
違
い
を
説

明
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
第
４
部
で
は
、

第
２
部
と
第
３
部
で
の
議
論

を
踏
ま
え
、
言
語
と
非
言
語

が
ど
の
よ
う
に
一
体
と
な
っ

て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
成
立

さ
せ
て
い
る
の
か
を
探
っ
て

い
ま
す
。
（
専
大
出
版
局
・

税
込
み
３
０
８
０
円
）

著
者
（
か
み
む
ら
・
た
え

こ
）
文
学
部
教
授
。
応
用
言

語
学
、
英
語
教
育
。

校
友
会
情
報

〈
川
崎
支
部
総
会
〉

▽
５
月
27
日
（
土
）
13
時
〜

▽
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
「
蒼
翼

の
間
」

〈
秋
田
支
部
総
会
〉

▽
６
月
10
日
（
土
）
17
時
30

分
〜
▽
「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
秋
田
」（
秋

田
市
）

※
支
部
総
会
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
【
校
友
会
事
務
局
】

☎
03
・
３
２
６
５
・
７
５
７
９

紹  介

校
友
新
社
長

竹
谷
賢
一
氏
（
た
け
や
・
け

ん
い
ち

昭
54
経
営
）
三
重

交
通
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
㈱
代
表
取
締
役
社
長

に
６
月
１
日
付
で
就
任
。
本

社

三
重
県
。
株
式
所
有
に

　
今
年
度
、
体
育
会
に
入
部

し
た
学
生
を
対
象
に
し
た
体

育
会
新
入
生
セ
ミ
ナ
ー
が
３

月
24
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
か
れ
た
。
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
部
Ｏ
Ｂ
で
北
京
冬
季

五
輪
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
森
重

航
さ
ん
（
令
５
経
営
）
が
、

期
待
の
ル
ー
キ
ー
た
ち
に
４

年
間
の
過
ご
し
方
を
語
っ

た
。

　
森
重
さ
ん
は
「
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
は
夢
の
舞
台
だ
と
思
っ

て
い
た
。
学
生
大
会
、
全
日

本
大
会
と
目
の
前
の
目
標
を

ク
リ
ア
し
て
い
く
こ
と
で
自

身
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ

た
」
と
夢
を
か
な
え
る
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
話
し
た
。

　
ま
た
、「
大
学
生
は
勉
強

と
ス
ポ
ー
ツ
の
両
立
が
必

須
。
体
育
会
の
強
み
で
あ
る

礼
儀
や
ル
ー
ル
を
守
り
、
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
方
々
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
エ

ー
ル
を
送
っ
た
。

【
専
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
部
】

山
口
由
結
さ
ん
（
文
３
）

　
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
生
田
会

館
の
学
生
食
堂
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
丼
や

麺
を
中
心
に
、
日
替
わ
り
で

栄
養
満
点
の
食
事
を
届
け

る
。

　
営
業
時
間
は
11
〜
14
時
。

座
席
は
１
９
０
席
。
生
田
緑

地
に
面
し
、
明
る
い
開
放
的

な
雰
囲
気
が
特
徴
だ
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
週
替
わ
り
の

丼
、
麺
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ン

チ
な
ど
。
さ
っ
そ
く
利
用
し

た
学
生
は
「
安
く
て
お
い
し

い
。
間
仕
切
り
が
な
く
、
友

達
と
食
べ
る
こ
と
が
で
き
て

う
れ
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ

て
い
た
。

　
運
営
は
10
号
館

食
堂
と
同
じ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｘ
。今
後
、

生
田
会
館
、
10
号

館
食
堂
と
あ
わ
せ

て
、
学
生
か
ら
愛

称
を
募
集
す
る
予

定
。
ス
タ
ッ
フ
は

「
学
生
さ
ん
の
声

を
メ
ニ
ュ
ー
に
も

反
映
し
て
い
き
た

い
の
で
、
ど
ん
ど

ん
食
べ
に
来
て
ほ

し
い
。
広
々
と
し

た
食
堂
を
有
効
的

に
利
用
し
て
」
と

話
し
て
い
る
。

生田会館 学食がリニューアルオープン

リニューアルした生田会館の食堂

東南アジアの文化について解説する蓮池講師

東南アジア学ぶ講義を開講

世界とつながる国際コミュニケーション学部

自身の大学生活を語った森重さん

【撮影】鶴本あいさん（法３）

　
２
０
２
３
年
度
中
期
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
前
期
）
の
留

学
生
は
、
英
語
コ
ー
ス
26
人

に
決
ま
っ
た
。
留
学
先
と
派

遣
期
間
、
氏
名
、
学
部
学
年

は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

■
オ
レ
ゴ
ン
大
学
（
米
国
、

３
月
31
日
〜
９
月
８
日
）

東
山
廉
（
経
済
３
）
▽
水
野

涼
（
経
済
２
）
▽
福
井
夕
陽

（
経
営
３
）
▽
前
澤
日
花
里

（
文
３
）
▽
内
海
愛
理
（
文

３
）

■
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
（
カ
ナ

ダ
、４
月
21
日
〜
７
月
24
日
）

池
田
悠
一
郎
（
経
済
３
）
▽

大
久
保
瑠
菜
（
経
済
３
）
▽

内
山
聖
也
（
文
３
）
▽
日
高

優
希
美
（
文
３
）
▽
宮
田
明

香
（
文
３
）
▽
鈴
木
真
帆

（
文
３
）
▽
青
木
優
汰
（
文

３
）
▽
別
所
結
実
（
ネ
ッ
ト

情
報
３
）
▽
寺
谷
実
桜
（
国

コ
ミ
ュ
２
）
▽
金
井
美
心

（
国
コ
ミ
ュ
２
）

■
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
（
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
４

月
７
日
〜
８
月
21

日
）

長
谷
川
真
奈
美
（
経

済
３
）
▽
大
川
凌
太

朗
（
経
済
３
）
▽
長

島
海
咲
（
文
３
）
▽

大
川
拓
也
（
文
３
）

▽
中
村
快
（
文
２
）

▽
遠
藤
公
雅（
文
２
）

■
ワ
イ
カ
ト
大
学

（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
４
月
14
日
〜
７

月
23
日
）

山
原
大
翔（
経
済
３
）

▽
水
口
瑛
喜
（
経
済

３
）▽
小
野
尋
海（
商

４
）▽
桑
原
拓
己（
文

３
）
▽
萩
生
田
の
え

る
（
文
２
）

23
年
度
中
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム（
前
期
）

よ
る
グ
ル
ー
プ
連
結
経
営
の

立
案
と
実
行
。

鳳
翼
103
号
刊
行

　
４
月
15
日
刊
行
の
校
友
会

誌
『
鳳
翼
』
１
０
３
号
で

は
、
桃
野
直
樹
校
友
会
長
と

校
友
４
人
に
よ
る
新
校
友
歓

迎
座
談
会
を
開
催
、
校
友
会

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　「
わ
れ
ら
専
修
人
」
で

は
、
㈱
チ
ア
リ
ン
グ
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
代
表
取
締
役

の
中
山
麻
紀
子
さ
ん
（
平
12

経
済
）
と
、
グ
ル
メ
系
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の
品
川
イ
ッ

コ
ー
さ
ん
（
平
21
経
済
）
が

登
場
。

中
期
留
学
に
参
加
す
る
学
生
ら

ＯＢ森重さん
後輩にエール

体育会新入生セミナー

メ
ニ
ュ
ー
は
順
次
増
や
し
て
い
く

食
堂
の
情
報
は
こ
ち
ら⇒

生
田
・
神
田
で
実
施

100
円
メ
ニ
ュ
ー

　
専
修
神
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
Ｓ
Ｋ
Ｖ
）、
専
修
生
田
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
Ｓ
Ｉ
Ｖ
）
の
学

生
24
人
が
３
月
10
〜
12
日
、

宮
城
県
石
巻
市
で
合
同
合
宿

を
行
っ
た
。
11
日
に
は
東
日

本
大
震
災
追
悼
行
事
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
、

震
災
や
津
波
被
害
に
つ
い
て

思
い
を
深
め
た
。

　
本
学
は
、
震
災
発
生
直
後

か
ら
学
生
や
職
員
有
志
が
石

巻
を
訪
問
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
た
り
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
た

り
し
て
き
た
。
今
回
も
災
害

へ
の
理
解
を
深
め
、
今
後
の

活
動
に
生
か
す
こ
と
を
目
的

に
合
同
合
宿
を
実
施
し
た
。

　
石
巻
南
浜
津
波
復
興
祈
念

公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
東
日

本
大
震
災
追
悼

３
・
11
の
つ

ど
い
」で
学
生
た
ち
は
、会
場

設
営
な
ど
に
協
力
。
現
地
の

方
々
と
交
流
し
な
が
ら
、
灯

籠
作
り
な
ど
を
行
っ
た
。
地

震
発
生
時
刻
の
14
時
46
分
に

は
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
日
暮

れ
後
に
は
約
４
０
０
０
個
の

灯
籠
を
点
灯
し
た
。

　
合
宿
で
は
震
災
遺
構
の
門

脇
小
学
校
、
大
川
小
学
校
な

ど
を
訪
問
。
語
り
部
か
ら
、

津
波
発
生
時
の
様
子
や
平
時

に
お
け
る
訓
練
の
重
要
性
な

ど
の
話
を
聞
い
た
。

　
初
め
て
被
災
地
を
訪
問
し

た
と
い
う
学
生
も
多
く
、「
さ

ま
ざ
ま
な
話
を
聞
い
た
こ
と

で
、
被
災
地
で
起
き
た
こ
と

を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に

知
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
た
」

「
避
難
を
す
る
こ
と
で
助
か

る
命
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

学
ん
だ
。
家
や
学
校
、
バ
イ

ト
先
な
ど
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
避
難
経
路
な
ど
を
確
認

す
る
必
要
性
を
感
じ
た
」
な

ど
と
感
想
を
寄
せ
た
。

東
日
本
大
震
災

追
悼
行
事
に
参
加

災
害
へ
の
理
解
深
め
る

追
悼
式
典
で
点
灯
さ
れ
た

灯
籠
を
並
べ
る
学
生

灯
籠
を
作
る
学
生
た
ち

Ｓ
Ｋ
Ｖ
・
Ｓ
Ｉ
Ｖ
　
石
巻
市
で
合
同
合
宿


